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音源ファイルについてはデータ書込みの状態、及び使用メディアの性能 ･ 品質
などにより、正常に再生できない場合がありますので、ご使用に際しては充分
ご注意ください。

音源ファイル再生上のご注意

42～72頁は、内蔵されているSD/USBレコーダーユニットについての説明です。
このSD/USBレコーダーユニットは、音源ファイルの再生（MP3/WMA形式）、および
録音（MP3形式）が可能です。
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メディアの容量

録音時間

16MB

約15分

32MB

約30分

64MB

約1時間

128MB

約2時間

256MB

約4時間

512MB

約8時間

1GB

約16時間

2GB

約32時間

4GB

約64時間

8GB

約128時間

16GB

約256時間

32GB

約512時間
＊ ＊ ＊ ＊

＊録音時間は複数の録音データの合計となります。
　１度の録音での連続時間は32時間程度となります。

128kbps (サンプリング周波数44.1kHz)時

誤消去防止スイッチ

SDカード

LO
C

K

LO
C

K

ロック解除
(OFF)

(ON)
ロック

□SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチをロック側にしますと、
録音、消去などカードの内容を変更することができません。再生時に
誤操作によるデータの消失を未然に防ぐため、このスイッチをロック側に
されることをお勧めします。
□録音、消去、プログラム操作・メモリー再生の登録をするときは誤消去防止
スイッチのロックを解除してください｡ロック側になっていますと操作を
開始しても「ライトプロテクト」表示後、元の表示に戻り操作はキャンセル
されます。

準備作業

SD/USBレコーダー部

●ご使用にあたってはSDカード/USBメモリーを別途ご用意ください。
　用意するにあたっては下記の点にご注意ください。

□USBメモリーの準備について
・USBマスストレージクラス準拠USBメモリーを使用してください。
　容量32ＧＢまでのUSBメモリーに対応しています。

□SDカードの準備について
・SDカードは、SD規格で使われているロゴタイプ（右記参照）が明示されたもの
を使用してください。
・容量32ＧＢまでのSD/SDHCカードに対応しています。
・ｍｉｎｉSD/SDHCカードやｍｉｃｒｏSD/SDHCカードは使用しないでください。
アダプターの仕様により動作しないものがあります。

・SDXC（SD Extended Capacity）規格のSDカードには対応しておりません。

SDロゴ、SDHCロゴは商標です。

メディアの準備について

録音時間のめやす

●一部のSDカード、USBメモリーは、このSD/USBレコーダーユニットではご使用頂けない場合があります。
その際は別のメディアを使用したり、新しいものに取り換えてお試しください。

ご使用可能なメディアについて

誤消去防止スイッチについて
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SD/USBレコーダー部

※1 DRM（デジタル著作権管理）には対応しておりません。
※2 WMA9 Professional / WMA9 Lossless / WMA10以降 には対応しておりません。
※3 上記対応ビットレートの範囲でVBR対応。ただし、可変ビットレート再生時には時間がずれることがあります。
※4 認識可能なファイル数を超過すると正常に動作できない場合があります。
※5 ID3タグ・WMAタグとは、MP3ファイルやWMAファイルに音源タイトルやアーティスト名などを書き込んだ情報のこと

です。市販のソフトウェアなどを使用して情報を書き込むことで、各タグに対応した機器等で情報を表示させることが
できます。このSD/USBレコーダーユニットでも、タグ情報のうち、タイトル・アルバム名・アーティスト名を表示させる
ことができます。
ID3タグ Ver2.4に関しては、文字コードUTF-8は非対応です。

　※上記の条件に合致したものでも、SDカード/USBメモリーの特性、記録状態などにより、このSD/USBレコーダー
ユニットでは使用できないことがあります。

規格
拡張子
サンプリング周波数

ビットレート※3

チャンネル
ファイルサイズ
ファイル名・フォルダー名
の最大文字数
ファイル・フォルダーの
最大数※4

フォルダー階層の最大数
 規格
タグ 表示する情報
 表示最大文字数

MPEG-1 Audio Layer-3
.mp3
32kHz、44.1kHz、48kHz
32k、40k、48k、56k、64k、80k、96k、112k、
128k、160k、192k、224k、256k、320kbps
モノラル、ステレオ、ジョイントステレオ

ID3 タグ Ver.2.2、2.3、2.4※5

Windows Media Audio Ver.9※2

.wma
44.1kHz

48k、64k、96k、128k、160k、192kbps

モノラル、ステレオ

WMA タグ※5

MP3 WMA※1

2GB以内
ファイル名：半角英数字 32文字 （全角16文字）
フォルダー名：半角英数字 16文字 （全角 8 文字）

ファイル数：999　　フォルダー数：999

3階層

タイトル、アルバム名、アーティスト名
半角英数字 32文字 （全角16文字）

準備作業

SDカード/USBメモリーに収録する音源ファイルについては下記の点にご注意ください。

□音源ファイルのファイル形式について

音源ファイルの準備について

□メディアのフォーマット（初期化）について
・SDカード/USBメモリーは、このSD/USBレコーダーユニットでフォーマットするか（P67をご覧ください）
パソコン等を使用し、フォーマットを行ってから音源ファイルの転送を行ってください。

・SDカードをパソコン等でフォーマットをする場合、SDメモリカードフォーマッター※を使用し、FAT形式で
フォーマットしてください。

・USBメモリーをパソコン等でフォーマットをする場合、パソコン等の画面に表示されるUSBメモリーの
アイコンを右クリックしてフォーマットを選び、FAT形式でフォーマットしてください。
・市販のものをそのまま用いた場合、データが破損したり、正常に再生が行われない恐れがあります。

※SDメモリカードフォーマッターは
　検索エンジンで検索してください。検索SDメモリカードフォーマッター
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各種メディア 各種メディア

♪
MP3

♪
WMA

♪
MP3

♪
WMA

♪
WMA

♪
MP3

♪
WMA

♪
MP3

♪
WMA

❶

❷

❸

録音
MP3

録音
MP3

❹

❺

❽

❾

♪
MP3

♪
MP3

♪
MP3

♪
WMA

♪
WMA

♪
WMA

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❻

❼

※上記のようなフォルダ構成の場合、録音した
曲は❹になり、以降順番がずれます。

本機で録音した曲は各メディアの第1
階層に保存され、曲順は第1階層の
一番後ろになります。

SD/USBレコーダー部

□音源ファイルの再生順について

●メディア内にフォルダーがない場合 ●メディア内にフォルダーがある場合

メディアに転送された順 Ⓐメディア直下に転送された音源ファイル
　　　　　　　　↓
Ⓑメディア直下に作成されたフォルダーに
　転送された音源ファイル
　　　　　　　　↓
Ⓒ“Ⓑ”のフォルダー内に作成された
　フォルダーにコピーされた音源ファイル

※フォルダー内での再生順は音源ファイル名ではなく、
　転送された順になります。

例）　※上から転送順です。❶＝再生順 例）　※上から転送順です。❶＝再生順

※フォルダーは最大3階層まで対応しています。
※音源ファイルのファイル名やファイル形式（MP3、WMA）は再生順に関係ありません。
※メディアにファイルを転送した後にそのファイルのプロパティ及びファイル名を編集すると、再生順序が変更になる
場合がありますので、転送前に編集してください。

・メディアに収録した内容は、機器の故障や誤った操作などにより失われることがあります。失っても困ら
ないように、大切な音源ファイルはパソコンにバックアップし、また収録内容をメモして保存しておいて
ください。

メディア内のファイルのバックアップについて
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SD/USBレコーダー部

切換ボタン
再生するメディアを切り換えるときに押し
ます。
P49の説明をご覧ください｡

リピートボタン/メモリー1
リピート再生やランダム再生をするときに
押します。
P52の説明をご覧ください｡

再生モードボタン/メモリー2
プログラム再生、インターバル再生、プログラム
インターバル再生を切り換えるときに押し
ます。
P53の説明をご覧ください｡

録音ボタン/メモリー3
録音をするときに押します。押された後は
録音待機状態になります。
P58の説明をご覧ください｡

再生/一時停止ボタン
メディアの再生を始めるときに押します。再生を
一時停止（ポーズ）する、一時停止（ポーズ）から
再生を再開するときはこのボタンを押します。また、
状態を決定（登録）する時にもこのボタンを押し
ます。

停止ボタン
再生を停止するときに押します。録音中に
押すと録音処理を終了した後、停止状態に
なります。また、各々の操作を途中で戻る
（キャンセル）場合は、このボタンを押して
ください。

スキップ/サーチボタン（次へ）
曲(トラック)の送り選択をするときに押します。
再生中、このボタンを2秒以上押し続けると
曲を早送りします。

スキップ/サーチボタン（前へ）
曲(トラック)の戻り選択をするときに押します。
再生中、このボタンを2秒以上押し続けると
曲を早戻しします。

ディスプレイ
操作または動作状態を表示します。
P47の説明をご覧ください｡

USBメモリー挿入口
ダストカバーを外しUSBメモリー
を挿入してください。
P48の説明をご覧ください｡

SDカード挿入口
ダストカバーを外しSDカードを挿入
してください。
P48の説明をご覧ください｡

設定ボタン/メモリー4
音源ファイルの消去、フォーマット、プログラム
再生の曲順登録等をするときに押します。
P62の説明をご覧ください｡

音量調節つまみ
再生音量を調節するときに使用
します。録音時には使用できません。
P51の説明をご覧ください｡

スピード調節つまみ
再生スピードを調節するときに
使用します。録音時には使用でき
ません。
P51の説明をご覧ください｡

動作選択スイッチ
右側の4つのボタンを機能ボタンとメモリー再生
ボタンに切り換えるスイッチです。
機能側　（上）にするとリピート等の機能ボタン
が、メモリー側　（下）にするとメモリー再生ボタン
が使用可能になります。

P54の説明をご覧ください｡

各部の名称と説明
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SD/USBレコーダー部

SONG0001USB

PROG.

(ディスプレイ部の名称と説明) ディスプレイのバックライトは停止状態、メディア
未挿入状態が3分継続すると消灯します。

メディア表示
選択されているメディア
を表示します。

トラック番号表示
再生中の曲（トラック）を表示します。

状態表示
本機の状態を表示します。

再生時間表示（分：秒）
再生中の曲の経過時間のめや
すを表示します。

リピート・再生モード表示
様々なリピート・再生モードを表示
します。

ファイル名表示
再生中の音源ファイルのファイル名とタグ情報をスクロール表示します。
表示される情報を選択することができます。
P70の説明をご覧ください。

USBメモリー

SDカード

全曲再生（P45の再生順）

全曲リピート
リ
ピ
ー
ト

再
生
モ
ー
ド

１曲リピート

リレー再生

ランダム再生

プログラム再生

インターバル再生

プログラム
インターバル再生

空欄

再生

停止

一時停止、録音一時停止

●再生メディアや再生状態によって表示の仕方や場所が異なります。下記は代表的な
表示の説明です。詳しくはP48からの操作方法の説明をご覧ください。

USB

録音

早送り

早戻し

カウントダウン表示

PROG.

PR/IN
INTVL

SD

インターバル再生・プログラムインターバル再生時の、インターバル時間（無音）時、設定したインターバル
時間分のカウントダウンを表示します。0秒になると次の曲が再生されます。

INT

SD/USBレコーダーユニット
はVBR(可変ビットレート)
のMP3、WMAファイルの
再生、早送り、早戻し時に
固定ビットレートとして時間
表示をするため、実際の時間
表示とは大幅なずれが生じる
ことがありますが、異常では
ありません。

注意...

SD/USBレコーダーユニットで録音した場合に付けられる
［SONG----］の番号は曲タイトルですので、トラック番号
と同じではありません。

注意...
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各音量を最小にせずに電源を入れると、突然大きな音が
出力され、聴力障害などの原因になることがあります。

□SD/USBレコーダーユニット及び、ワイヤレスアンプ本体の音量を、全て0にしてください。

□ワイヤレスアンプ本体の電源スイッチを押して電源を入れ､ワイヤレスアンプ本体の電源表示灯が
点灯していることを確認してください｡
※メディアが見つからない場合、［メディアなし］と表示し、メディアの挿入待ちとなります。

再生するには

2.電源を入れる

1.音量を0にする

再生の仕方

SD/USBレコーダー部

3.メディアを挿入する

❶USBメモリー挿入口のダストカバーを外します。
❷USB端子の向きに気をつけて、USB挿入口へ挿入してください。

■USBメモリーの場合

❶SDカード挿入口のダストカバーを外します。
❷SDカードの向きに気をつけて、SDカード挿入口へ挿入してください。
❸ダストカバーを取り付けてください。

■SDカードの場合

❶❷

❸
レーベル面

❶

❷

USBメモリーを対象とします。
携帯音楽プレーヤーなど他のUSB機器は
動作しません。
（充電も含めて、SD/USBレコーダーユニット
からの給電は行わないでください。機器の
故障を招く場合があります。）

注意...
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□再生中に再生/一時停止ボタンを押すと、
ボタンを押した位置で再生を一時停止します。
一時停止中に再生/一時停止ボタンを押すと、
一時停止していた位置から再生を再開します。

再生/一時停止ボタンを押す
□再生中、一時停止中に停止ボタンを押すと､
停止状態になります。

停止ボタンを押す

再生を一時停止（ポーズ）するには 再生を停止するには

□停止中に再生/一時停止ボタンを押すと、再生
を開始します。

5.再生/一時停止ボタンを押す
□音量調節つまみをゆっくりと回し、適切な音量
に調節してください。

6.音量を調節する

SONG0001USB

SONG0001USB SONG0001USB

□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン
[ 　]を押すと次の曲の頭に移動し再生を
開始します。
□停止中に押すと、次の曲番号に表示が換わり
ます。

スキップ/サーチボタン[　　 ]を押す
□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン
[ 　]を押すと再生中の曲の頭に戻り再生を
開始します。

□再生中・一時停止中に続けて2回押すと、前の
曲の頭へ移動し、再生を開始します。

□停止中に押すと、前の曲番号に表示が換わり
ます。

スキップ/サーチボタン[　　 ]を押す

曲を選ぶには
●次の曲を聴きたいときには ●前の曲を聴きたいときには

１回押した場合 続けて２回押した場合

SONG0001USB

SONG0002USB

SONG0002USB

SONG0002USB SONG0001USB

□切換ボタンを押して、再生したいメディアを選択
してください。押す度にメディアが切り換わります。

4.再生するメディアを選択する

USBメモリー
USB

SDカード
SD

SONG0001USB

SD/USBレコーダー部
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□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン
[ 　 ]を2秒以上押し続けると早送りします。
□スキップ/サーチボタン[ 　]を離すと、その
位置から再生を開始します。

スキップ/サーチボタン[　　 ]を押し続ける
□再生中・一時停止中にスキップ/サーチボタン
[ 　 ]を2秒以上押し続けると早戻しします。

□スキップ/サーチボタン[ 　]を離すと、その
位置から再生を開始します。

スキップ/サーチボタン[　　 ]を押し続ける

早送り／早戻しするには
●曲を早送りをするには

※早送り/早戻しの際に音声は出力されません。

●曲を早戻しするには

SONG0001USB SONG0001USB

❶USBメモリーを引き抜いてください。
❷ダストカバーを取り付けてください。
※再生中にUSBメモリーを引き抜くとデータが
破損する場合があります。

再生を停止させてから取り外す

USBメモリーを取り外すには

❶ダストカバーを外してください。
❷SDカードを押し込み、ロックを外してください。
❸SDカードをまっすぐ引き抜いてください。
❹ダストカバーを取り付けてください。
※再生中にSDカードを取り外すとデータが
破損する場合があります。

再生を停止させてから取り外す

SDカードを取り外すには

❶

❷
❹❸

❶

❷

再生の仕方

SD/USBレコーダー部
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速くなる遅くなる

最小 最大元のスピード

再生スピードを調節するには

再生中にスピード調節つまみを回す
□再生中、スピード調節つまみを回し、再生スピードを調節します。
右方向に回すと、再生スピードは速くなります。
左方向に回すと、再生スピードは遅くなります。
□再生スピードは－15～＋15の数値と17段階のバーメーターで表示します。
□スピード調節つまみを12時方向に設定すると元のスピードに戻ります。

※スピード調節と同時に音程も変化します。

※録音中のスピード調節はできません。

スピード調節
つまみ

最小 最大中

音量を調節するには

音量調節つまみを回す
□音量を上げるときは音量調節つまみを右方向に、音量を下げるときは左方向に回してください。
□音量は0～31の数値と16段階のバーメーターで表示します。

※録音時に音量調節はできません。

音量調節
つまみ

音量調節の仕方

再生スピード調節の仕方

SD/USBレコーダー部
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SONG0001USB

全曲再生 全曲リピート 1曲リピート

ランダム再生 リレー再生

□リピートボタンを押す度に、下図のようにリピート・ランダム再生が切り換わります。

※再生モードによっては表示が［ーーー]となる場合があります。その場合、他のリピートを選択してください。

　リピート・ランダム 説　　明

全曲再生 メディア内の曲を全て再生した後、停止します。

全曲リピート メディア内の曲を全て再生し、一巡すれば先頭の曲へ戻り再生を継続します。

１曲リピート 再生中の曲を繰り返し再生します。

リレー再生 1曲再生ごとに停止し、次の曲で待機します。

ランダム再生 メディア内の全ての曲をランダム再生します。※停止するまで繰り返します。

リピート・ランダム再生するには

リピートボタンを押す

電源起動後の状態について
□SD/USBレコーダーユニットは、停止後・電源OFF後も
リピート・ランダムの状態を前回の設定で記憶しています。

「リピート・ランダム」は前回電源OFF時の設定

SONG0001USB空欄

空欄

リピート・ランダム再生の仕方

SD/USBレコーダー部
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USBメモリー
USB

SDカード
SD

プログラム再生・インターバル再生・プログラムインターバル再生をするには

プログラム番号表示
プログラム番号を表示します。

トラック番号表示
プログラムに対応した曲（トラック）
番号を表示します。

再生モード表示
様々な再生モードを表示します。

プログラム再生

インターバル再生

プログラム
インターバル再生

PROG.

PR/IN
INTVL

PROG.

INTVLPR/IN

SONG0023USB

PROG.

SONG0023USB

PROG.

SONG0023USB

PROG.

□停止中に再生モードボタンを押す度に、下図のように再生モードが切り換わります。

　　 再生モード 説　　明

プログラム再生 プログラム登録した曲を全て再生します。

インターバル再生 設定時間ごとに曲を再生します。

プログラムインターバル再生 プログラム登録した曲を設定時間ごとに再生します。

2.再生モードを選択する

プログラム再生・インターバル再生・
プログラムインターバル再生をする
場合は、事前にプログラム登録や
インターバル設定を行ってください。

注意... プログラム登録 ・ 編集の仕方・・・・P64～
インターバル時間設定の仕方・・・・P68
インターバル再生設定の仕方・・・・P69

□切換ボタンを押して再生したいメディアに切り換えます。
1.再生したいメディアを選択する

再生モードなし プログラム再生

インターバル再生プログラム
インターバル再生

□再生/一時停止ボタンを押すと、再生を開始
します。

3.再生をする
□再生中に停止ボタンを押すと再生を停止します。
4.再生を停止する

空欄

SONG0023USB

PROG.

SONG0001USB

PROG.

PR/IN

INTVL

※プログラム登録をしていない場合、プログラム再生・
プログラムインターバル再生には切り換わりません。

プログラム・インターバル再生の仕方

SD/USBレコーダー部
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SD/USBレコーダー部

□SD/USBレコーダーユニットにはメモリーボタンが4つ搭載されており、任意の音源ファイルを4つまでメモリー
ボタンに割り当てることが可能です。メモリーボタンに音源ファイルを登録後、動作選択スイッチをメモリー
側にすることにより、各メモリーボタンを押すとすぐに登録された音源ファイルを再生することができます。

音源ファイルをメモリーボタンへ登録するには

□音源ファイルを登録したいメディアを挿入します。その際、SDカードの場合はP43を参考に、誤消去防止
スイッチのロック側になってないことを確かめてください。

1.登録したいメディアを挿入する

□切換ボタンを押して登録したいメディアに切り換えます。
2.登録したいメディアを選択する

SONG0001USB

SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチがロック側になっていますと
設定操作は［設定/ライトプロテクト］表示後、元の表示に戻りキャンセル
されます。SDカードを取り出しロックを解除してください｡
（P43の「誤消去防止スイッチについて」の説明をご覧ください｡）

注意...

登録情報は「1」で選択したメディア内に［SDU201.txt］というファイルにて
登録/管理されるので、削除しないでください。

注意...

選択

□スキップ/サーチボタンを押して登録したい音源
ファイルを表示させます。

4.登録したい音源ファイルを選択する

3.動作選択スイッチを切り換える

□選択した音源ファイルを登録したいメモリー
ボタン（1～4のいずれか）を長押し（3秒以上）
します。

□［プリセット○に登録］の表示が出ます。これで
メモリーボタンに音源ファイルが登録されま
した。

5.メモリーボタンを押す

SONG0003USB

SONG0003USB

プリセット２に登録
長押し

USBメモリー
USB

SDカード
SD

□動作選択スイッチをメモリー側　（下）に切り
換え、右側の4つのボタンをメモリーボタンと
して機能するようにします。

メモリー再生の仕方
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SD/USBレコーダー部

メモリーボタンで再生するには

□事前に音源ファイルをメモリーボタンに登録したメディアを挿入します。
1.メモリー登録したメディアを挿入する

□切換ボタンを押してメモリー登録したメディアに
切り換えます。

2.メモリー登録したメディアを選択する

SONG0001USB

3.動作選択スイッチを切り換える

□再生したい音源ファイルが登録されたメモリー
ボタン（1～4のいずれか）を押すとすぐに再生
が始まります。

□再生時のリピート設定に関しましては、P71の
説明をご覧ください。

4.メモリーボタンを押す

PR2：SONG0003USB

□再生中に停止ボタンを押すと再生を停止します。

※メモリー再生を停止するとメモリーボタンを押す
直前に選択されていた曲に戻ります。

※1度もメモリー登録を行っていないメディアを選択している場合、メモリーボタン1～4には、そのメディアに
収録されている曲（トラック）1～4がそれぞれ割り振られています。メモリー登録を行っていない場合でも
メモリーボタンで再生することができます。

5.再生を停止する

SONG0003USB

メモリー再生時リピート設定の仕方・・・・P71
短押し

USBメモリー
USB

SDカード
SD

ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。

□動作選択スイッチをメモリー側　（下）に切り
換え、右側の4つのボタンをメモリーボタンと
して機能するようにします。
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例2）外部のプレーヤーの音楽を録音する場合

・ワイヤレスアンプに内蔵している機器をそれぞれミキシング録音することができます。
それぞれの録音レベルは各音量調節つまみで調節してください｡

CD音量調節つまみ

主音量調節つまみ

・市販の接続コードを使用し、外部のプレーヤーの出力を
ワイヤレスアンプの外部入力2ピンジャックに接続して
ください｡（右図参照）ワイヤレスアンプの組込機器と
ミキシング録音も可能です。録音レベルはワイヤレス
アンプの外部入力2音量調節つまみで調節してください｡

接続コード
（別売）プレーヤーの

ライン出力などに接続

CDまたはMP3プレーヤーなど

ワイヤレスアンプの
外部入力2
ピンジャックに接続

外部入力1音量調節つまみ

外部入力2
音量調節つまみ

マイク音量調節つまみワイヤレスマイク
音量調節つまみ

外部入力2ピンジャック

録音について

SD/USBレコーダー部

ワイヤレスアンプ

ワイヤレスアンプ

例1）ワイヤレスアンプ本体のプレーヤーやマイクを使用し録音する場合
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SONG0002録音USB

ファイル名表示
これから録音する曲の
タイトルが表示されます。

録音時間表示（分：秒）
録音中の曲の録音時間の目安
を表示します。
ただし60分を超過しますと、
表示単位は「時：分」に切り
換わり「：」部分が点滅します。

状態表示アイコン
録音の一時停止／録音中／停止
を表示。

　 ： 録音一時停止
　 ： 録音
　 ： 停止

トラック番号表示
これから録音する曲の
トラック番号が表示され
ます。

ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。

メモリー使用量表示
メモリー使用量が表示されます。録音する前
には、充分なメモリー残量があるかを確認して
ください｡

6（最大）
5
4
3

2
1
0（最小）

録音レベル表示
録音レベルを表示します。3～5が適正レベル
です。［Hi］は高感度モード設定時に表示します。
P56の説明をご覧ください。

6（最大）
5
4
3

2
1
0（最小）
高感度モード

(録音時のディスプレイ部の名称と説明)

SD/USBレコーダー部

録音時のご注意
□SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチがロック側になっていますと録音操作は［録音/
ライトプロテクト］表示後、元の表示に戻りキャンセルされます。SDカードを取り出しロックを
解除してください｡（P43の「誤消去防止スイッチについて」の説明をご覧ください｡）

□録音レベルは録音レベル表示が［3］と［4］を常時示す程度に設定してください｡極端に録音
レベルが高く、または低くないようにご注意ください。テスト録音をして適正な録音レベルを
設定し録音されることをおすすめします。

□録音レベルが低い場合、デジタル特有のノイズが録音される場合があります。
□放送中に内容を録音するときなどで、小さな音でしか録音できない場合は「高感度モード」に
設定して録音してください｡（P58の「高感度モードについて」の説明をご覧ください｡）

□［録音中］（●）、［保存中］及びその操作の途中にSDカード/USBメモリーを取り出したり、電源を
切らないでください。本機が正常に動作しないことや、SDカード/USBメモリーの内容が破壊され
たりすることがあります。SDカード/USBメモリーの取り出しは必ず停止中（■）に行ってください。

□録音時に録音する音声が大音量で放送され聴力障害などの原因になることがあります。
ワイヤレスアンプのマスター音量調節で再生音量を調節の上、録音するようにしてください。

□SD/USBレコーダーユニットで録音した曲は、各メディアの第1階層に保存され、曲順は第1階層
の一番後ろになります。（P45の「音源ファイルの再生順について」の説明をご覧ください｡）
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□ワイヤレスアンプ本体の電源スイッチを押して電源を入れ､電源表示灯が点灯していることを確認してください｡
1.電源を入れる

□使用するSDカード/USBメモリーを挿入してください。詳しくはP48の説明をご覧ください。
2.メディアを挿入する

□切換ボタンを押して使用するメディアに切り換え
ます。

3.メディアを選択する

SONG0001USB

□録音ボタンを押すと録音待機状態になり録音
表示灯が点滅します。

4.録音ボタンを押す

録音するには

※1 これから録音する曲のタイトルが表示されます。
※2 録音レベルが表示されます。高感度モード設定
時は左上部に［Hi］が表示されます。

※3 これから録音する曲のトラック番号が表示されます。
※4 メモリー使用量が表示されます。

 曲タイトル表示※1 録音レベル表示※2

 トラック番号表示※3  メモリー使用量※4

「■　■」録音一時
停止表示

SONG0002録音USB

録音表示灯が点滅

USBメモリー
USB

SDカード
SD

録音の仕方

SD/USBレコーダー部

録音ボタンをもう一度押す

SONG0002録音USB

SONG0002録音USB

高感度モードについて

□録音待機状態、及び録音中に録音ボタンをもう
一度押すと「高感度モード」に切り換わり、録音
レベル表示左上部に［Hi］の表示が出ます。

□小さい音を録音するときに［Hi］の表示に切り
換えてください。

□解除する場合は、さらに録音ボタンを押して［Hi］
の表示を消してください。

□録音レベルが充分得られる場合は通常の［Hi］の
表示が無い状態で録音してください｡

高感度モード［Hi］表示
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▶

□録音する機器の音量を適切なレベルになるように録音レベル表示を目安にして調節してください｡レベルが
小さい場合は録音ボタンを押し「高感度モード」に切り換えてください。また、もう一度押すと解除され
ます。

5.録音する機器の音量を調節する

□録音するプレーヤーの再生をスタートさせ、
同時にSD/USBレコーダーユニットの再生/
一時停止ボタンを押し、録音を開始してください。

6.再生/一時停止ボタンを押す（録音開始）

「●」録音中表示

プレーヤーの再生を
スタートさせる

録音時間を表示

SONG0002録音USB

録音表示灯が点灯

CD音量調節つまみ

主音量調節つまみ

外部入力1音量調節つまみ

外部入力2
音量調節つまみ

マイク音量調節つまみ
ワイヤレスマイク
音量調節つまみ

録音時に録音する音声が大音量で放送され聴力障害などの原因になることが
あります。録音時の再生音量は、主音量調節つまみで調節してください。

注意...

ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。

SD/USBレコーダー部

ワイヤレスアンプ
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ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。

■

□停止ボタンを押すと［録音/保存中］表示後、録音が終了します｡

□録音一時停止状態でも停止ボタンを押すと録音中と同様に［録音/保存中］表示後、録音が終了し
ます｡

7.停止ボタンを押す（録音停止）

プレーヤーの再生を
停止させる

録音

保存中・・・

USB

□演奏時間表示部に録音時間が表示されます。ただし60分を超過しますと表示単位は「時：分」に切り
換わり「：」部分が点滅します。

録音時間の表示について

60分超過

「分」「秒」 「時」「分」

録音時のご注意

「：」が点滅

SONG0001録音USB SONG0001録音USB

□録音中に再生/一時停止ボタンを押すと録音
待機状態になります｡再び再生/一時停止ボタン
を押すと録音が開始し、同じトラックファイル
に録音を続けることができます。

再生/一時停止ボタンを押す

「■　■」録音一時停止表示

SONG0002録音USB

録音表示灯が点滅

録音を一時停止するには

SD/USBレコーダーユニットで録音されたSDカードを、このSD/USBレコーダー
ユニット以外で使用されますと、著しい音量差などで使用に差し支える場合が
あります。使用に際しては音量の調節に充分ご注意ください。

注意...

録音の仕方

SD/USBレコーダー部
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初期設定一覧表

SD/USBレコーダー部

設 定 項 目ページ 初 期 設 定
リピート・ランダム再生

プログラム・インターバル再生

メモリー再生（1度もメモリー登録を行っていないメディアの場合）

録音時の高感度モード

プログラム内容

インターバル時間設定

インターバル再生設定

ファイル名・曲名設定

再生優先設定

メモリー再生時のリピート設定

P52

P53

P54

P58

P64

P68

P69

P70

P70

P71

全曲再生

再生モードなし

メモリーボタン1～4には、そのメディアに

収録されている曲（トラック）1～4が設定

設定なし

設定なし

0秒

1曲再生ごとにインターバル

曲名

USB

リピートなし

□出荷時における各種設定の初期設定は下記の通りです。各種設定時や初期設定に戻したいときに参考に
してください。
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SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチがロック側になっていますと設定操作は
［設定/ライトプロテクト］表示後、元の表示に戻りキャンセルされます。SDカードを
取り出しロックを解除してください｡
（P43の「誤消去防止スイッチについて」の説明をご覧ください｡）

注意...

設定モードについて

SD/USBレコーダー部

□スキップ/サーチボタン（　　）を押すと設定モードが「メモリー再生時リピート設定」まで順番に切り換わり
ます。戻すときはスキップ/サーチボタン（　　）を押してください｡（下図参照）

USB 【設定】 USB 【設定】 USB 【設定】

USB 【設定】 USB 【設定】 USB 【設定】

USB 【設定】 USB 【設定】 USB 【設定】

USB 【設定】

1曲消去 全曲消去 プログラム登録

プログラム消去 プログラム修正 フォーマット

インターバル時間設定 インターバル再生設定 ファイル名・曲名設定

再生優先設定
USB 【設定】

メモリー再生時リピート

3.スキップ/サーチボタンを押す

設定モードを呼び出すには

□設定ボタンを押すことで下記の設定モードに移行
します。

2.設定ボタンを押す

1曲消去
USB 【設定】

□切換ボタンを押して設定したいメディアに切り換えます。
1.設定したいメディアを選択する

SONG0001USB

USBメモリー
USB

SDカード
SD
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□設定ボタンを押して［1曲消去］モードを呼び
出してください。

1.設定モードを呼び出す

1曲消去をするには

※プログラム登録・メモリー登録された曲を消去しますと、プログラム登録・メモリー登録からも消去されてしまいます。

決定 選択

□スキップ/サーチボタンを押して消去したい曲
を選択し、再生/一時停止ボタンを押して決定
してください。

3.消去したい曲を選択する

選択 決定

□1曲消去の確認が表示されるので、スキップ/
サーチボタンを押して［はい］を選択し、再生/
一時停止ボタンを押して決定します。

4.［はい］を選択する

□再生/一時停止ボタンを押すと［消去-曲選択］
の表示に切り換わります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［全曲
消去］モードを呼び出してください。

1.設定モードを呼び出す

全曲消去をするには

選択 決定

□スキップ/サーチボタンを押して［はい］を選択
し、再生/一時停止ボタンを押して決定します。

3.［はい］を選択する

□再生/一時停止ボタンを押すと全曲消去の
確認が表示されます。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

1曲消去
USB 【設定】 SONG0001消去USB

SONG0032消去USB 消去しますか？
はい　いいえ

USB

全曲消去
USB 【設定】

消去しますか？
全曲 はい　いいえ
USB

消去しますか？
全曲 はい　いいえ
USB

ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。消去の仕方

SD/USBレコーダー部

消去中、及びその操作の途中にSDカード/USBメモリーを取り出したり、電源を切らない
でください。SD/USBレコーダーユニットが正常に動作しなかったり、メディアに収録した
内容が破壊されたりすることがあります。SDカード/USBメモリーの取り出しは必ず
停止中（■）に行ってください。

注意...
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プログラム編集表示
プログラム編集の種類を表示します。

トラック番号表示
曲（トラック）番号を表示します。

プログラム番号表示
プログラム番号を表示します。プログラム再生はプログラム番号順で
再生します。（P-01～P-32）

ファイル名表示
音源ファイルのファイル名を表示します。

□SDカード/USBメモリー内の音源ファイルを最大32曲までお好みの順番で登録し、再生することができます。
SDカードとUSBメモリーは個別のプログラム設定となります。
ディスプレイ表示を参考に以下の手順でプログラムの登録、消去、修正を行ってください。

□続いて仮登録を行うには、「3」「4」の操作を繰り返してください。プログラムの最大数は32曲です。
最大数をこえた登録を行おうとするとプログラム番号に［ＯＶＥＲ］の表示がされます。

□全ての仮登録が完了しましたら次頁「5」の操作へ進んで登録を決定してください。
□このモードで既に登録したプログラムの修正を行うことはできません。修正する場合はP64の「プログラム
修正をするには」の説明をご覧ください。

SONG0001登録USB

プログラム登録をするには

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［プロ
グラム登録］モードを呼び出してください。

1.設定モードを呼び出す

□スキップ/サーチボタンを押して登録したい曲
を選択してください。

3.登録したい曲を選択する

□再生/一時停止ボタンを押すと［登録するプロ
グラム番号］の表示に切り換わります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

選択

プログラム登録
USB 【設定】 SONG0001登録USB

SONG0023登録USB

□再生モードボタンを押すとプログラム番号に
その曲が仮登録されます｡プログラム番号は
点滅した後、次の番号に替わります。

4.再生モードボタンを押す

決定

SONG0023登録USB

SONG0023登録USBプログラム番号が進み
1曲分の仮登録が完了

プログラム登録・編集の仕方

SD/USBレコーダー部
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□全ての仮登録が完了後、再生/一時停止ボタンを押して登録を決定してください。

5.再生/一時停止ボタンを押す

・再生/一時停止ボタンを押してください。これで
登録が決定します。

・また、決定前に停止ボタンを押しますと中断が可能
です。

①再生/一時停止ボタンを押してください。上書き
確認が表示されます。

②上書きしてよい場合はスキップ/サーチボタンで
［はい］を選択してください。
③再生/一時停止（登録）ボタンを押し決定してくだ
さい。

・上書きしないで中断する場合は「いいえ」を選択し、
再生/一時停止（登録）ボタンを押してください。

・また、決定前に停止ボタンを押しますと中断が可能
です。

上書きしますか？
はい　いいえ

USB

上書きしますか？
はい　いいえ

USB

プログラム
保存中
USB

プログラム
保存中
USB

以前にプログラム登録をしている場合（上書き）

以前にプログラム登録をしていない場合（新規）

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［プロ
グラム消去］モードを呼び出してください。

1.設定モードを呼び出す

プログラム消去をするには

選択 決定

□スキップ/サーチボタンを押して［はい］を選択
し、再生/一時停止ボタンを押して決定します。

3.［はい］を選択する

□再生/一時停止ボタンを押すとプログラム消去
の確認が表示されます。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

プログラム消去
USB 【設定】

消去しますか？
はい　いいえ

USB

消去しますか？
はい　いいえ

USB

①再生/一時停止ボタンを押す

②スキップ/サーチボタンを押す

再生/一時停止ボタンを押す

③再生/一時停止ボタンを押す

ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。

SD/USBレコーダー部
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選択 決定

□スキップ/サーチボタンを押して［はい］を選択
し、再生/一時停止ボタンを押して決定します。

7.［はい］を選択する

修正しますか？
はい　いいえ

USB

□再生/一時停止ボタンを押すとプログラム修正
の確認が表示されます。

6.再生/一時停止ボタンを押す

修正しますか？
はい　いいえ

USB

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［プロ
グラム修正］モードを呼び出してください。

1.設定モードを呼び出す

プログラム修正をするには

選択

□再生モードボタンを押して修正したいプロ
グラム番号を選択します。

3.修正したいプログラム番号を選択する

□再生/一時停止ボタンを押すと［修正するプロ
グラム番号］の表示に切り換わります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

プログラム修正
USB 【設定】 SONG0005選択USB

SONG0025選択USB

SONG0032選択USB

選択

□スキップ/サーチボタンを押して「3」で選択
したプログラム番号に新たに修正登録したい
曲を選択します。

4.新たに修正登録したい曲を選択する

SONG0032修正USB

□続いて仮登録を行うには、「3」「4」「5」の操作を繰り返してください。
□登録されているプログラム番号の曲目は変更できますが、指定したプログラム番号の消去や、新たな
プログラム番号の追加はできません。再度登録し直してください。

□再生モードボタンを押して表示中の修正登録
する曲を仮登録してください。

5.再生モードボタンを押す

決定

プログラムは、プログラム登録を行ったメディア（SDカード/USBメモリー）に保存されます。
パソコンなどでSDカード/USBメモリーの内容を見ますと、「SDU201.txt」というファイル
名で表示されます。そのファイルを削除しますと、プログラムが消去されてしまいますので、
ご注意ください。
複数のプログラムを登録される場合は、プログラム登録ごとにSDカード/USBメモリーを
それぞれご用意ください。

注意...

プログラム登録・編集の仕方

SD/USBレコーダー部
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ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。フォーマットの仕方

SD/USBレコーダー部

フォーマット、及びその操作の途中にSDカード/USBメモリーを取り出したり、電源を切らない
でください。SD/USBレコーダーユニットが正常に動作しなかったり、メディアに収録した
内容が破壊されたりすることがあります。SDカード/USBメモリーの取り出しは必ず停止中
（■）に行ってください。

注意...

□設定ボタンを押した後、P62を参考に　
［フォーマット］モードを呼び出してください。

※フォーマットをしない場合は［いいえ］選択時
に再生/一時停止ボタンを押し操作を中断して
ください。また、フォーマット完了前の操作の
途中に停止ボタンを押すことでも中断が可能
です。

1.設定モードを呼び出す

選択

フォーマット
USB 【設定】

メディアをフォーマットをするには

選択 決定

□スキップ/サーチボタンを押して［はい］を選択
し、再生/一時停止ボタンを押して決定します。

□［フォーマット中］から［NO DATA］に表示
が換わり、フォーマットが完了します。

3.［はい］を選択する

□再生/一時停止ボタンを押すとフォーマットの
確認が表示されます。

2.再生/一時停止ボタンを押す

フォーマットしますか？
はい　いいえ

USB

フォーマット
フォーマット中

USB

フォーマットしますか？
はい　いいえ

USB

フォーマット完了NO DATAUSB
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□インターバル再生時のインターバル時間（曲間の無音時間）を設定することができます。
インターバル時間中は次の曲再生までのカウントダウンを行い、0秒になると次の曲が再生されます。

1.設定モードを呼び出す

インターバル時間設定をするには

□スキップ/サーチボタンを押してお好みの
インターバル時間を選択し、再生/一時停止
ボタンを押して決定します。

※任意の時間に設定
したい場合は［詳細
0分00秒］にします。

※例［11分2秒］に設定したい場合

3.インターバル時間を選択する

□任意の時間に設定したい場合は、上記の手順
にて［詳細0分00秒］を選択し、再生/一時
停止ボタンを押して決定します。

□まず、1秒単位の設定ができます。スキップ/
サーチボタンを押して設定したい時間を表示
させ、再生/一時停止ボタンを押して決定します。

□次に、1分単位の設定ができます。1秒単位の時
と同じように時間を表示させ、再生/一時停止
ボタンを押すと設定が完了します。

※詳細時間設定は最長120分00秒まで設定する
ことができます。

□再生/一時停止ボタンを押すとインターバル
時間設定のメニューに入ります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

インターバル時間設定
USB 【設定】

0秒
USB インターバル時間

詳細　0分　00秒
USB インターバル時間

分：　0　　秒：［ 02 ］
USB 詳細時間設定

0秒 5秒 10秒 30秒

1分

5分

10分30分60分

詳細
0分00秒

決定

選択決定

5秒
USB インターバル時間

選択決定

カウントダウン表示
下記で設定したインターバル時間分のカウントダウンを表示します。
0秒になると次の曲が再生されます。

トラック番号表示
インターバル後に再生される曲
（トラック）番号を表示します。

再生モード表示
下記の再生モードでインターバル時間
設定が適用されます。

インターバル再生

プログラム
インターバル再生PR/IN

INTVL

SONG0002
INT

USB

INTVL

選択決定

分：［ 11 ］　秒： 02
USB 詳細時間設定

インターバル時間設定の仕方

SD/USBレコーダー部

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［インター
バル時間設定］モードを呼び出してください。
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…A B C A

インターバル インターバル インターバル

…A A A A

インターバル インターバル インターバル

…A B BC A

インターバル

ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。

1曲再生ごと
USB インターバル再生

設定しました。
USB インターバル再生

例2：同じ間隔で全曲（A,B,C）を繰り返し再生したい。

再生モード リピート

選択決定

□インターバル再生時のインターバル時間（曲間の無音時間）を1曲ごとに設けるのか、全曲ごとに設けるのか、
設定することができます。

□インターバル再生設定とリピートの組み合せ例を記載しますので、設定時の
参考にしてください。

1.設定モードを呼び出す

インターバル再生設定をするには

インターバル再生例

□再生/一時停止ボタンを押すとインターバル
再生設定のメニューに入ります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

インターバル再生設定
USB 【設定】

□スキップ/サーチボタンを押してインターバル
再生設定を選択し、再生/一時停止ボタンを
押して決定します。

3.インターバル再生設定を選択する

1曲再生ごと

1曲再生ごとに
インターバル

全曲再生ごと

　インターバル再生設定 　　　　　　　　　　　　　説　　明

1曲再生ごと 1曲再生するごとにインターバル時間（曲間の無音時間）を設けます。

全曲再生ごと 全曲を再生した後にインターバル時間（曲間の無音時間）を設けます。

インターバル再生設定

INTVL
インターバル再生

1曲再生ごとに
インターバル

例1：同じ間隔で1つの音源ファイル（A）を繰り返し再生したい。

再生モード リピート

1曲リピート

インターバル再生設定

INTVL
インターバル再生

例3：全曲（A,B,C）を再生し、間隔を空けて全曲を繰り返し再生したい。

再生モード リピート インターバル再生設定

INTVL
インターバル再生

全曲リピート

全曲リピート 全曲再生ごとに
インターバル

インターバル再生設定の仕方

SD/USBレコーダー部

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［インター
バル再生設定］モードを呼び出してください。
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□再生時に表示される情報（ファイル名や曲名など）を選択することができます。

1.設定モードを呼び出す

ファイル名・曲名設定をするには

□再生/一時停止ボタンを押すとファイル名・曲名
設定のメニューに入ります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

ファイル名・曲名設定
USB 【設定】

選択決定

□スキップ/サーチボタンを押してファイル名・曲名
設定を選択し、再生/一時停止ボタンを押して
決定します。

3.ファイル名・曲名設定を選択する

ファイル名

曲名 曲名・アーティスト名

全表示

曲・アーティスト・
アルバム

※音源ファイルにID3/WMAタグ情報が無い
場合は表示されません。

曲名
USB ファイル・曲名設定

設定しました。
USB ファイル・曲名設定

□SDカードとUSBメモリー両方を挿入している状態で電源を入れたときに、どちらを優先して再生するかを
設定することができます。

1.設定モードを呼び出す

再生を優先させるメディアを設定をするには

□再生/一時停止ボタンを押すと再生優先設定
のメニューに入ります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

再生優先設定
USB 【設定】

選択決定

□スキップ/サーチボタンを押して再生優先設定
を選択し、再生/一時停止ボタンを押して決定
します。

3.メモリー再生時リピート設定を選択する

USB SD

USB
USB 再生優先設定

設定しました。
USB 再生優先設定

ファイル名・曲名設定の仕方

再生優先設定の仕方

SD/USBレコーダー部

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［ファイル
名・曲名設定］モードを呼び出してください。

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［再生優先
設定］モードを呼び出してください。
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□メモリー再生時のリピート設定をすることができます。

1.設定モードを呼び出す

メモリー再生時リピート設定をするには

□再生/一時停止ボタンを押すとメモリー再生
時リピート設定のメニューに入ります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

メモリー再生時リピート設定
USB 【設定】

 メモリー再生時リピート設定 　　　　　　　　　　　　　説　　明

リピートなし メモリーされた曲を再生し、停止します。

1曲リピート メモリーされた曲を繰り返し再生します。

選択決定

□スキップ/サーチボタンを押してメモリー再生時
リピート設定を選択し、再生/一時停止ボタンを
押して決定します。

3.メモリー再生時リピート設定を選択する

リピートなし 1曲リピート

ヒント：操作を途中で取り止める場合は
停止ボタンを押してください。

リピートなし
USB メモリー再生リピート

設定しました。
USB メモリー再生リピート

メモリー再生時リピート設定の仕方

SD/USBレコーダー部

□設定ボタンを押した後、P62を参考に［メモリー
再生時リピート設定］モードを呼び出してください。
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［メディアなし］　内容･･･SDカード/USBメモリーの未挿入
SDカード/USBメモリーが挿入されていません。SDカード/USBメモリーを
挿入してください。

［ERROR/No.      ］　内容･･･SD/USBレコーダーユニットのシステムエラー
「No.001」以外のエラーNo.が表示している場合は、ワイヤレスアンプ本体の
電源スイッチを「切」にして再度電源を入れてエラー表示を解除してください。
もしエラー表示が消えない場合は販売店や工事店などにご連絡ください。
そのときは必ずエラーNo.をお伝えください。

［ERROR/No.001］　内容･･･SDカード/USBメモリーの異常 
これらのエラーNo.が表示している場合は、どの操作ボタンを押してもフォーマット
確認の表示に変わります。このときはワイヤレスアンプ本体の電源スイッチを
「切」にして再度電源を入れてエラーを解除してください。それでもエラー表示
が解除しない場合は、SDカード/USBメモリーのデータが消滅しても問題の
ない事を確認し、いずれかの操作ボタンを押してそのままフォーマットの操作を
続けてください。

［録音/メモリ残量なし］　内容･･･SDカード/USBメモリーのメモリー残量僅少 
SDカード/USBメモリーのメモリー残量が僅少なため、録音ができない状態です。
不要なデータを消去するか、他のSDカード/USBメモリーと交換して録音して
ください。

［録音/ライトプロテクト］　内容･･･SDカードがロック状態 
SDカードの誤消去防止スイッチがロック状態になっているため録音できません。
ロック状態を解除してから録音してください｡

［設定/ライトプロテクト］　内容･･･SDカードがロック状態 
SDカードの誤消去防止スイッチがロック状態になっているため設定できません。
ロック状態を解除してから設定してください｡

［NO DATA］　内容･･･SDカード/USBメモリーに音源ファイルなし 
SDカード/USBメモリーに音源ファイルが入っていません。録音、またはデータ
の転送をするか、他のSDカード/USBメモリーと交換してください｡

メディアなし

設定
ライトプロテクト

SD

録音SD

ライトプロテクト

録音
メモリ残量なし

SD

NO DATAUSB

[ERROR]

[ERROR]

表 示 部 内 容 / 対 策

エラーメッセージが表示された場合は下記を参照にエラーの内容を確認してください。

エラーメッセージの説明

SD/USBレコーダー部

［非対応USB］　内容･･･非対応USB機器の接続、USBメモリーの故障
SD/USBレコーダーユニットで使用できないUSB機器が接続されています。
もしくは、USBメモリーの故障です。電源を切り、USB機器を外してください。
P43に記載のUSBメモリーをご使用ください。

非対応USB　電源OFF
後  USBを抜いて下さい
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1 2 3

OPENOPEN

OPEN

（オプション）

切 10 切 10 切 10 0 10 0 10

1 2 3 ワイヤレス マイク 外部入力 1

1

2

3
音量

0 10
ー 12  dBV

ー 56
ー 42
ー 22
ー 2

dBV
マイク

ライン

DC IN
 12V

DC IN 12V

0 10

ダンス
ミュージック

スピーチ
ノーマル

トーン切換 エコー

外部電源 蓄電池

定格入力が25W以上
のスピーカーを接続して
ください。
保護回路を内蔵した
スピーカーを推奨
します。

注意

音量

0 10

40W

25W 25W
本体

4 ～16Ω　25W以上

A R I S E

＋外部

音量

0 10
ー 12  dBV

ー 56
ー 42
ー 22
ー 2

dBV
マイク

ライン

スピーカー設定

シンクロドライブ

ライン出力

外部入力 2

外部入力 1

マイク入力

注意
電池の 　 　 を
逆に入れないで
ください。
長期間使用しない
場合は、電池を
取り出してください。 引き出す②

「PUSH」①
を押す

電池ケースの開け方
AC100V

外部スピーカ接続端子へ

マイク入力ジャックへ

外部入力1ジャックへ

外部入力2ジャックへ

ワイヤレスマイク
WM-3400
送信周波数は
「C11」に設定

AC100Vコンセントへ

AC100V電源での使用､
またはニカド蓄電池を
充電するときに接続

ワイヤレスマイク
WM-3100
送信周波数は
「C12」に設定

接続例
お願い
●ご使用時は、必ず収納部ふたを閉めてください。接続、設定などの作業が完了しましたら、全てのコードを
コード通し穴から引き出し、収納部ふたを閉めてください。

外部スピーカー
・定格入力 25W以上
・インピーダンス 4～16Ω
・保護回路付を推奨

外部のアンプに接続し、
放送することもできます

各種プレーヤー

各種レコーダー

スピーカー

アンプ

キーボード
入力感度切換で、マイクや
各種プレーヤーの入力も可能
です。

有線マイク

ワイヤレスチューナー部
受信周波数は「C11」に設定

ワイヤレスチューナーユニット
SU-350（別売）組込。
受信周波数は「C12」に設定

メ　モ
●付属のカラーシールを目印にお使いください。接続された
機器と、それに対応する本機のつまみに同じ色のカラー
シールを貼ることで、操作をスムーズにおこなえます。
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ほんのちょっとしたことで正常に動作せず､故障かな？と思うことがあります。次の要領で点検してみてください。

●次の方法で点検されても正常に動作しないとき､または使用中に急に異常が発生したときは､
　電源スイッチを切り､電源プラグをコンセントから抜いてください｡煙などの異常が無いことを
　確認し､販売店などへご連絡ください｡
●本機は絶対に分解しないでください。感電の恐れがあります。修理は必ず販売店などに
　ご依頼ください。

点検方法

ワイヤレスチューナー部

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
電源スイッチを入れてください。
確認と同時に電池の消耗も確認してください。
電源スイッチを入れてください。
各音量を適当な音量に調節してください｡
乾電池の場合は全部新しい電池に取り換え､
ニカド蓄電池の場合は充電をおこなってください｡
外部スピーカー及びその接続を確認してください。
電源スイッチを切り温度を下げてください。
温度が上昇する原因を確認してください｡
マイクのトークスイッチを入れてください｡
確認してください｡
他のマイクと交換してください。
適当な音量に調節してください。
確認してください｡
乾電池の場合は全部新しい電池に取り換え､
ニカド電池の場合は充電をおこなってください｡

適当な音量に調節してください｡

確認してください。

確認してください。

スピーカー出力切換スイッチを「25W側」にしてください。
エコー音量調節つまみを最小の位置にしてください。

使用環境を再確認してください。

音量を少し下げてください。

点　検　項　目
電源が接続されていますか。
電源表示灯が点灯していますか｡
乾電池または蓄電池は入っていますか。
電源スイッチは入っていますか。
各音量調節つまみが絞られていませんか。　　　　

乾電池または蓄電池が消耗していませんか。

外部スピーカー接続端子が短絡していませんか。
大音量での長時間使用などにより、本機の増幅部の
温度が上昇していませんか。
マイクのトークスイッチは入っていますか｡
マイクプラグは確実に差し込まれていますか｡
マイクは正常ですか。
マイク音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡
接続機器のインピーダンスは合っていますか｡
DC電源で使用の場合､乾電池またはニカド蓄電池が
消耗していませんか｡
接続機器及び本機の外部入力音量調節つまみが「0」
位置になっていませんか。
音量調節つまみが「0」位置になっていませんか。
音量調節つまみが「0」位置になっていませんか。
正しく接続されていますか｡
スピーカー出力切換スイッチが「40W側」になっていませんか。
エコー音量調節つまみが最小の位置になっていますか。

保護回路が動作していませんか。

保護回路が動作していませんか。

症　　状

全く動作しない

全く動作しない
（電源表示灯が点滅）

全く動作しない
（プロテクト表示灯が点灯）

有線マイクの音声がでて
こない

接続機器の音がおかしい
または小さい

内蔵スピーカーの音がでない

外部スピーカーの
音がでない

音声にエコーがかかっている
音声が急に小さくなる
（プロテクト表示灯が点灯）
音声が途切れる
（プロテクト表示灯が点滅）

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡

電源スイッチを入れてください。

ワイヤレスマイクの音量調節つまみを回し、
ワイヤレスチューナーの電源をONにしてください。
マイクの電源スイッチを入れてください｡
確認と同時に電池の消耗も確認してください。

グループ／チャンネル番号を確認してください｡

確認してください｡
適当な音量に調節してください｡

点　検　項　目
電源が接続されていますか｡
電源表示灯が点灯していますか
（40W設定時 ： 橙色、25W設定時 ： 緑色）。
アンテナ受信表示灯は赤色または緑色に点灯して
いますか｡
マイクの電源スイッチは入っていますか｡
マイクの電池が入っていますか｡
マイクとワイヤレスチューナー部のグループ／チャンネル
番号の設定は同じですか｡
デッドポイントの位置ではありませんか｡
ワイヤレスマイク音量調節つまみが絞られていませんか。

症　　状

全く動作しない

ワイヤレスマイクの音声が
でてこない
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CDプレーヤー部

全般

CD

SD

USB

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
電源スイッチを入れてください。

適当な音量に調節してください。

半角英数字で入力してください。
ID3タグのバージョンをID3v2.3にして、曲名などを入れ
てください。また、曲名などを入れる際、文字コード設定
は「UTF-16」で入力してください。
A-Bリピート設定を解除してください。
A-Bリピート再生中は早戻し/早送りをしないでください。
プログラム再生中は、複数曲間のA-Bリピートを設定でき
ません。プログラム再生モードを抜けるか、同じ曲内で
A-Bリピートを設定してください。

CDを挿入してください。

CDのレーベル面を上にして入れてください｡

MP3、WMA形式の音源ファイルを使用してください｡
P26の説明をご覧ください。

メディア内のファイル・フォルダー数が最大数を超えない
ようにしてください。P26の説明をご覧ください。

停止/取出しボタンを押して､CDを取り出してください｡
CDが途中で引っ掛かっているため、挿入が完了していません。
停止/取出しボタンを押してCDを排出し、再度挿入してください。
取り出せないときは販売店などへご相談ください｡
ドライバーなどで無理に取り出さないでください｡
CDを柔らかい布で拭いてください｡
傷やそりの無いCDに交換してください｡
データ書込みの状態、及び使用メディアの条件などに
より、正常に再生できない場合があります。正常に再生
できるものと交換してください｡

SDカードを挿入してください。

MP3/WMA形式の音源ファイルを使用してください｡
P26の説明をご覧ください。
P26に従ってFAT形式でフォーマットしてください。
(NTFS／exFATは非対応です)

メディア内のファイル・フォルダー数が最大数を超えない
ようにしてください。P26の説明をご覧ください。

SDカードを取り出してください｡
SDカードのレーベル面を上にして入れてください｡

USBメモリーを挿入してください。

MP3/WMA形式の音源ファイルを使用してください｡
P26の説明をご覧ください。

P26に従ってFAT形式でフォーマットしてください。
(NTFS／exFATは非対応です)

点　検　項　目　［　表　示　部　］
ワイヤレスアンプ本体の電源が接続されていますか。
ディスプレイ表示灯が点灯していますか｡

音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡

全角文字で入力していませんか。
ID3タグのバージョンがID3v2.4になっていませんか。
もしくは、曲名などを入れる際、文字コードの設定が
「UTF-8」になっていませんか。
A-Bリピート設定中ではありませんか。
早戻し/早送りを行っていませんか。

プログラム再生中に、複数曲間のA-Bリピートを設定
しようとしていませんか？

CDが入っていますか。
［NO DISC］
CDを裏表逆に入れていませんか｡
［ERROR］ ［NO FILE］
CD-R/RWに転送した音源ファイルのデータ形式は
正しいですか。
［NO FILE］
メディア内のファイル・フォルダー数が最大数を超えて
いませんか。
［OVER FILE］ ［OVER FOLDER］
CDプレーヤーユニットの中にCDが入っていませんか｡

ディスプレイに［ERROR］が表示されていませんか。

極端な電源変動による誤動作､または機構の誤動作｡

CDが汚れていませんか｡
CDに傷やそりがありませんか｡

CD-R/RWを使用していませんか。

SDカードが入っていますか。
［NO CARD］
SDカードに転送した音源ファイルのデータ形式は正しいですか。
［NO FILE］
SDカードのフォーマット形式は正しいですか。
［NO FILE］
メディア内のファイル・フォルダー数が最大数を超えて
いませんか。
［OVER FILE］ ［OVER FOLDER］
CDプレーヤーユニットの中にSDカードが入っていませんか｡
SDカードを裏表逆に入れていませんか｡
USBメモリーが入っていますか。
［NO USB］
USBメモリーに転送した音源ファイルのデータ形式は
正しいですか。
［NO FILE］
USBメモリーのフォーマット形式は正しいですか。
［NO FILE］

症　　状

全く動作しない

演奏時間は進んでいる
が音声が出てこない

曲名などが文字化け
して表示される

曲をスキップできない

正常にA-Bリピート
再生できない

全く動作しない
CDを認識しない
再生できない

CDが入らない

CDが取り出せない

音飛びする
ノイズなどが入る

全く動作しない
SDカードを認識しない
再生できない

SDカードが入らない

全く動作しない
USBメモリーを認識
しない
再生できない
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点検方法

USB

対　　策
パスワードロック機能無しのUSBメモリーを使用してくだ
さい。

そのUSB機器を外してください。
外しても元に戻らない場合は販売店などへご相談ください。

メディア内のファイル・フォルダー数が最大数を超えない
ようにしてください。P26の説明をご覧ください。

USB端子の向きを確認し、向きを合わせて挿入してください。

点　検　項　目　［　表　示　部　］
パスワードロック機能付のUSBメモリーを使用していませんか。
［NO FILE］
USBメモリー以外を入れていませんか。
 USB-SPEC OVER
 PLEASE REMOVE
※点滅表示する場合もあります。
メディア内のファイル・フォルダー数が最大数を超えて
いませんか。
［OVER FILE］ ［OVER FOLDER］
USBメモリーのUSB端子の向きを逆に入れていませんか｡

症　　状

全く動作しない
USBメモリーを認識
しない
再生できない

USBメモリーが入らない

SDレコーダー部

対　　策
電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
電源スイッチを入れてください。

SDカード/USBメモリーを挿入してください｡

MP3/WMA形式の音源ファイル及びSD/USBレコーダー
ユニットで録音した音源ファイルを使用してください｡
P72の説明をご覧ください。また、P44の説明に従ってフォ
ーマットしたSDカード/USBメモリーを使用してください｡
パスワードロック機能無しのUSBメモリーを使用してくだ
さい。

適当な音量に調節してください。

SDカード/USBメモリーを取り出してください｡

SDカードのレーベル面を上にして入れてください｡
USB端子の向きを確認し、向きを合わせて挿入してください。
不要なデータを消去してください｡
他のSDカード/USBメモリーに交換してください｡

誤消去防止スイッチのロックを解除してください｡

動作選択スイッチを「機能」側（上）にしてください。

動作選択スイッチを「メモリー」側（下）にしてください。

ID3タグのバージョンをID3v2.3にして、曲名などを入れ
てください。また、曲名などを入れる際、文字コード設定
は「UTF-16」で入力してください。

再生モードボタンを押して、再生モードを「再生モードな
し」、もしくは「プログラム再生」にしてください。

リピートボタンを押して、左記２種の再生モードに対応し
たリピート設定をしてください。
「プログラムインターバル再生」、「インターバル再生」を
用いない場合は、再生モードボタンを押して、再生モードを
「再生モードなし」、もしくは「プログラム再生」にしてください。

点　検　項　目　［　表　示　部　］
ワイヤレスアンプ本体の電源が接続されていますか。
ディスプレイ表示灯が点灯していますか｡
SDカード/USBメモリーが入っていますか。
［メディアなし］
SDカード/USBメモリーに転送したデータのファイル形式
が正しいですか。［NO DATA］
SDカード/USBメモリーのフォーマット形式は正しいで
すか。［ERROR/No.001］
パスワードロック機能付のUSBメモリーを使用していま
せんか。［NO DATA］

音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡

SD/USBレコーダーユニットの中にSDカード/USBメモリー
が入っていませんか｡
SDカードを裏表逆に入れていませんか｡
USBメモリーのUSB端子の向きを逆に入れていませんか｡
SDカード/USBメモリーのメモリー残量が不足していま
せんか。［録音/メモリ残量なし］
SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチがロック
側になっていませんか。
［録音/ライトプロテクト］
［設定/ライトプロテクト］

動作選択スイッチが「メモリー」側（下）になっていませんか。

動作選択スイッチが「機能」側（上）になっていませんか。

ID3タグのバージョンがID3v2.4になっていませんか。
もしくは、曲名などを入れる際、文字コードの設定が
「UTF-8」になっていませんか。
再生モードが、「リレー再生」を使えない「プログラム
インターバル再生」、もしくは「インターバル再生」になって
いませんか。

再生モードが、「プログラムインターバル再生」、もしくは
「インターバル再生」になっていませんか。
上記２種の再生モードでは、使用できないリピート設定
になっている場合、表示が［----］となります。

症　　状

全く動作しない
再生できない

演奏時間は進んでいるが音声
が出てこない

SDカード/USB
メモリーが入らない

録音ができない

録音、消去、フォーマットがで
きない

ボタンを押しても、設定 ・ 録音 ・ 
再生モード ・ リピート設定が
できず、曲が再生される
ボタンを押してもメモリー再生
ができない

曲名などが文字化けして表示
される

リピートボタンを押しても、リレー
再生に変わらない

リピート表示が［----］となっ
ている
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定　格
AC100V 50／60Hz、単2形乾電池（R14P／LR14）×10
専用ニカド蓄電池（WBT-2001）、DC10V～16V（12Vバッテリー）※外部DC電源コード LD-WA7を使用
30W（電気用品安全法による測定方法に基づく）
［AC時］0.7A（25W出力時）　［DC時］2.6A（20W出力時）
［AC時］（40W設定時）40W×1／（25W設定時）25W×2

　※スピーカー出力切換スイッチにて出力を切換可能
［DC時］（40W設定時）22W×1／（25W設定時）20W×2
［AC時］（40W設定時）60W／（25W設定時）35W

　※スピーカー出力切換スイッチにて出力を切換可能
［DC時］（40W設定時）30W／（25W設定時）25W　
5％以下（1kHz 定格出力時）
50Hz～15kHz（偏差－2dBV±3dB）
４種類（ノーマル／スピーチ／ミュージック／ダンス）
マイク入力　　　　　 ： －56dBV±3dB　600Ω　不平衡　音量調節器付　3極大形単頭ジャック
外部入力1　　　　　 ： 入力感度切換スイッチ付（－56dBV 600Ω／－42dBV 600Ω／－22dBV 10kΩ／－2dBV 10kΩ）±3dB
　　　　　　　　　　不平衡　音量調節器付　3極大形単頭ジャック
外部入力2　　　　　 ： －12dBV±3dB　10kΩ　不平衡　音量調節器付　ピンジャック×2
チューナーユニット（３系統） ： －26dBV±3dB　10kΩ　不平衡　音量調節器付
オプションユニット（２系統） ： －4dBV±3dB　10kΩ　不平衡
70dB以上（オプションユニット部を除く）
0dBV±3dB　1kΩ　不平衡　3極大形単頭ジャック
不平衡　2極大形単頭ジャック　最大ケーブル長 ： 20m
適合インピーダンス 4Ω～16Ω　許容入力 25W以上
ウーハー（13cm）×2 コーン型スピーカー、ツイーター（2.5cm）×1 ドーム型スピーカー
ダイポールアンテナ×2（内蔵）
電源表示　　　　　　 ： 発光ダイオード　25W設定時（緑）／40W設定時（橙）
バッテリー／充電中表示 ： 発光ダイオード　充電時（橙）／通常時（電池駆動時）（緑）
シグナル／ピーク表示　 ： 発光ダイオード　適正時（緑）／過大時（橙）
プロテクト表示　　　　 ： 発光ダイオード　増幅部保護作動時（赤）／スピーカー保護機能作動時（赤 点滅）
チューナー受信表示　　 ： 発光ダイオード　受信時（緑）／待機時（赤）／設定外（赤 点滅）
0℃～＋40℃
ケース（ABS樹脂）　 ： ［前面中央］マンセルN9.5（近似色 白）、［その他］マンセルN2（近似色 黒）
保護カバー（PC樹脂） ： スモークグレー
幅 238mm　高さ 548mm　奥行 365mm
約10.6kg（乾電池､蓄電池を除く）
IPX4（防まつ形）　※保護カバーと収納部ふた装着時
取扱説明書（保証書付）1、電池ケース 1、マイクホルダー 1、外部機器接続用ケーブル 1、
チャンネル表示ラベル 1、設定用ドライバー 1、カラーシール 1
SU-350（ワイヤレスチューナーユニット）、MU-600（入力ユニット）、CDU-104（CDユニット）、
SDU-201（SDユニット）、WBT-2001（ニカド蓄電池）、LD-WA7（外部DC電源コード）、WA-1K（収納カバー）

322.025MHz～322.150MHz、322.250MHz～322.400MHz（25kHz間隔13波）
322.050MHz（C11［グループ番号 ： 1／チャンネル番号 ： 1］）
PLL制御スーパーヘテロダイン方式
20dBμV

使 用 電 源

定 格 消 費 電 力
消 費 電 流

定 格 出 力

最 大 出 力

ひ ず み 率
周 波 数 特 性
ト ー ン 切 換

入 力 感 度 及 び
インピ ーダン ス

信 号 対 雑 音 比
ラ イ ン 出 力
シンクロドライブ
外部接続スピーカー
使 用 スピーカー
ア ン テ ナ 方 式

動 作 表 示

使 用 温 度 範 囲

外 装

寸 法
質 量
防 水 性 能

付 属 品

適 合 品

チ ュ ー ナ ー 部
受 信 周 波 数
出荷時設定受信周波数
受 信 方 式
受 信 感 度

著作権法について
■あなたが本機を利用して著作権の対象となっている著作物を複製、編集などしたものや、他人の講演などを
　録音したものは、個人として楽しむなどの他は著作権法上、権利者に無断で使用できません。

●放送コード、CD、その他の録音物や他人の演奏などは、音楽の歌詞・楽曲と同じく著作権法により保護されて
　います。従って、個人使用の範囲を超えて、それらを録音、編集して、販売・レンタル・譲渡したり、営利のために
　使用する場合には、著作権法上、権利者の許諾が必要です。
●詳しい内容や、著作権物に関する許諾のための手続きについては､「日本音楽著作権協会」（JASRAC）の本部
　または最寄りの支部にお問い合わせください。
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動作表示　 ： 液晶表示
バックライト ： 発光ダイオード（黄緑）
録音表示　 ： 発光ダイオード（赤）
SDA準拠SD/SDHCカード（容量32ＧＢまで）　※SDXCは除く
USBマスストレージクラス準拠USBメモリー（容量32ＧＢまで）
FAT16、FAT32
999（メディアの容量、および、ファイルに依存） 
999（ルートディレクトリを含む）
MP3形式（MPEG1 Audio Layer3）、WMA形式（Windows Media Audio Ver.9）
MP3形式32kbps～320kbps、WMA形式48kbps～192kbps
MP3形式のみ128kbps （サンプリング周波数44.1kHz）
－15％～＋15%可変
再生モード選択（プログラム再生、インターバル再生、プログラムインターバル再生）、
リピート選択（1曲リピート、全曲リピート、リレー、ランダム）、メモリー再生機能、音量調節、スピードコントロール、
経過時間表示、一時停止、スキップ機能、早送り早戻し機能、消去機能、フォーマット機能、
プログラム登録 ・ 編集 ・ 消去機能、自動バックライトオフ機能

S Dレコーダー部

表 示

適 合 S D カ ード
適合USBメモリー
ファイルシステム
ファイル保存最大数
フォルダー識別最大数
音声圧縮伸長方式
再 生ビットレート
録 音ビットレート
再生スピードコントロール

付 帯 機 能

外観寸法図（単位：mm）

365

W i r e l e s s  A m p l i f i e r

1 2 3

54
8

50
0

238

定　格
C Dプレーヤー部

表 示

適 合 C D
適 合 S D カ ード
適合USBメモリー
ファイルシステム

ファイル保存最大数

フォルダー識別最大数
音声圧縮伸長方式
再 生ビットレート
再生スピードコントロール

付 帯 機 能

動作表示　 ： 液晶表示
バックライト ： 発光ダイオード（黄緑）
音楽CD及びCD-R/RW　※12cmのみ、8cmは非対応
SDA準拠SD/SDHCカード（容量32ＧＢまで）　※SDXCは除く
USBマスストレージクラス準拠USBメモリー（容量32ＧＢまで）
CD-R/RW ： UDF1.02（シングルセッションに対応）　SD/USB ： FAT16、FAT32
音楽CD　　 ： 99
MP3/WMA ： 999（CD-R/RW）、9999（SD/USB）（メディアの容量、および、ファイルに依存）
MP3/WMA ： 255（CD-R/RW）、  999（SD/USB）（ルートディレクトリを含む）
MP3形式（MPEG1 Audio Layer3）、WMA形式（Windows Media Audio Ver.9）
MP3形式32kbps～320kbps、WMA形式48kbps～192kbps
－15％～＋15%可変
ギャップレス再生機能（ノンストップミックスCDのみ）、リピート選択（1曲リピート、フォルダーリピート、全曲リピート、
フォルダーランダム、全曲ランダム、A-Bリピート）、プログラム再生、音量調節、スピードコントロール、経過時間表示、
一時停止、スキップ機能、早送り早戻し機能、プログラム登録・編集・消去機能、自動バックライトオフ機能
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CD-R/SDカード/USBメモリーファイルリスト
●CD-R/SDカード/USBメモリーの曲目（ファイル名）やプログラム登録された内容を下表に記録してご使用くだ
さい。内容の変更が予測される、曲目が多いなどの場合はコピーしてご利用ください｡

TR　01
USB
00：54 MP3 P-01

PROGRAM
000 0000

プログラム番号トラック番号

SD/USBレコーダー部CDプレーヤー部

トラック（プログラム）番号
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

曲目（ファイル名）

CD-R/SDカード/USBメモリー名称： No.　

（時間）分：秒　 
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

SONG0001

プログラム番号

SONG0001

トラック番号

USB USB

PROG.
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発売元

製造元

　　　 　年　　 　月　 　 　日より
電子回路部１ヶ年、ケース（外装部） 6ヶ月

ワイヤレスアンプ WA-371SU  保証書

お買い上げ日

印

保 

証 

期 

間

お　
客
　
様

お名前

ご住所〒

様

電話（ 　　　　）   　　　 -

販
売
店

店名・住所

電話（ 　　　　）   　　　 -

無料修理保証の範囲
①保証期間内において､取扱説明書などに従った正常な使用状態において故障した場合に無料で修理
いたします｡

②修理の際は必ず保証書の提示があること。
③当保証書の所定項目に必要事項が記入され､故意に字句を訂正していないこと。
無料修理保証の免責範囲
（次のような場合は保証期間内でも有料修理となります｡）
①使用上の誤り及びお取扱いの乱用などによる故障、磨耗。
②不当な修理改造による故障、損傷。
③正常なご使用でも、消耗部品の自然消耗、磨耗、劣化によるもの。
④お買上げ後の落下､傷など､お取り扱い上に起因するもの。
⑤火災､水害､落雷､地震､その他の天災によるもの｡また塩害､有毒ガス､異常電圧などが原因の損傷｡
⑥故障の原因が本製品以外の機器の影響によるもの。
⑦常識的に正常な動作状態であるにもかかわらず､修理または部品交換などの要求をされる場合｡
⑧CDの使用時間が1,500時間を超えた場合の故障および損傷｡

この保証書は日本国内においてのみ有効です｡この保証書は再発行いたしませんので大切に保管し
てください｡この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです｡ 
したがって､この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
（This warranty is valid only in Japan）

本書は本書記載内容で無料修理を行なうことを保証するものです｡
お買い上げの日から上記期間内に故障が発生した場合は本書を提示のうえ､
お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

保証規定製造
番号

RKTWA371SU-H0-6

見本


